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　『ニューズレター』前号末尾に記したように、登場人
物編「現代（昭和前期）」は、誌面の都合で、前・後編
に分けて掲載することとなった。今号（連載第3回）
は、「現代（昭和前期）」の特質について、前編「（1）
描かれなかった政治家（戦争指導者）」「（2）多様なメ
ディアへの同時表出」に続き、後編「（3）偶像化され
た軍人・軍神：その叱咤と激励」として報告する（以下、
『国策紙芝居からみる日本の戦争』勉誠出版の引用は
『国策』と略す）。

2.登場人物編 「現代（昭和前期）」の特質（続き）
（3）偶像化された軍人・軍神：その叱咤と激励
　前号までに触れてきたように、英雄的な軍人の戦死報
道と様々なメディアによる「偶像化」は、大きな社会的
反響を与えると同時に、海を隔てた各地で戦う「日本軍
の現在」を集光する鏡のような物語として銃後国民に迎
えられた。とりわけ、いわゆる「軍神」ものは、刊行作
品の量的比重、国策的メッセージ性のインパクト何れを
とっても、戦時下紙芝居全体において中心的な位置を占
めている。前号までの既述部と一部重複するが、作品紹
介を補完しつつ「軍神」ものの全貌を明らかにするとと
もに、それが果たした役割について述べよう。
①あらためて「軍神」もの紙芝居の全容
　連合艦隊司令長官として太平洋上の全線を指揮してい
た山本五十六が、アメリカ陸軍航空隊P-38戦闘機に
撃墜された事件は、全軍の士気に大きな影響を与えるこ
とが予想されたため厳格な箝口令が敷かれ、ほぼ一月後
の1943年 5月21日情報局が死亡を発表するまで
「海軍甲事件」として伏せられた。6月5日（土）日比
谷公園で営まれた国葬（葬儀委員長・米内光政）の模様
は「ラジオで実況中継。皇族・華族ではない平民が国葬
にされたのは当時、山本だけだった」（NHKアーカイ
ブス）。
　代表的な追悼紙芝居『山本五十六元帥』鈴木景山謹
撰；小谷野半二謹畫．日本教育畫劇，1943. 12. 15で
は、遺骨が東京駅頭に届いたその時を「目の当たりにみ
る元帥の英霊！　この一時を誰が何を語れよう。民一億
は粛然として頭を垂れた」と描き、国葬に続く最終場面
を「今や国民の深い悲しみの底から新たなる大きな憤り
がこみ上げてくる！　元帥に続け！　城下の盟成る日ま

で米英撃滅に向かって邁進を続けるのだ！」と閉じてい
る。『英東洋艦隊全滅す』等に比べて抑制的ではあるが、
山本を主人公とする作品はすべて、“指導者の賞讃”―
“殉死への追悼”―“敵愾心の煽動”という筋書きで共
通する。なによりも、脚本の文体が明確な主語のない集
合意識の代弁者として立ち上げられ、悲嘆に沈む国民一
体の追悼感情の掘り起こしをつうじて、敵の顔を先鋭化
するプロパガンダ・メッセージを観客と共有していく。
この文体仮構と脚本展開を最大の特徴とする「国策紙芝
居」という媒体の一つの転換点が、日本海軍の偶像を題
材とする本作品に明確に刻まれている。

図1　『山本五十六元帥』

　山本殉死の報の約一年前1942年 3月6日、海軍省
は真珠湾攻撃の特別潜航艇9人を2階級特進、「九軍
神」として祀り上げ、4月8日日比谷公園で海軍葬が
営まれた。その「最大厳粛」な模様を紙芝居『軍神岩佐
中佐』村田康男，鈴木景山脚本；小谷野半二繪畫．日本
教育畫劇，1943. 06. 05は次のように描く―「あヽ純
国の若き若き軍神！　その肉体は太平洋の底深く鎮りて
その精神は永へに生きて皇国の護り神となる！　……見
よ見よ九つの真珠は燦として輝く！」。「九軍神」を描い
たもう一つの作品『軍神の母』鈴木紀子脚本；野々口重
繪畫．日本教育畫劇，1942. 06. 10との間にはちょう
ど一年の間隔があるが、何れも“6月上旬”という刊行
日は、旬日前の旧日本海軍記念日（5月27日）に焦点
が当てられているだろう。両作品から共通して受ける印

戦意高揚紙芝居コレクションにみる戦時下用語
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にアッツ島守備隊将兵玉砕す！　だが我等国民の耳にい
まも猶聞こえるではないか。あの勇士等の雄叫びが……。
風荒ぶ北方……濃霧に閉ざされた絶海の孤島から……英
霊はわれらに呼びつづけているではないか！　これに応
える者は……誰だ！」（静岡県立大学図書館提供）。

図3　『玉砕・軍神部隊』、静岡県立大学図書館提供

　指摘すべきは、これら日本国民に大きな衝撃を与えた
大本営とメディアによる一連の「軍神」像の創出が、
1942年初頭から1943年後半期までの時期に集中し
ていることである。それは真珠湾攻撃以来の連戦連勝の
躓きとなった珊瑚礁海戦（1942年 5月）、精鋭の航空
兵力を失い短期決戦・早期講和戦略の転換を余儀なくさ
れたミッドウェー海戦（1942年 6月）にはじまり、
西太平洋英領ソロモン諸島のガダルカナル島攻防戦
（1942年 8月～12月）、山本長官が指揮をとった「い
号作戦」（1943年 4月）、キスカ島撤退作戦（1943年
5月～7月）をはさんで、最終的に中部太平洋マキン・
タラワの日本軍守備隊玉砕（1943年 11月）までの期
間に重なるといってよい。この間、ガダルカナルから転
進（1943年 2月）、アッツ、キスカの諸島を失ったこ
とに加え、9月には軍事同盟の一角イタリアが降伏した
こともあって、太平洋戦争開戦以来の瀬戸際に立った大
本営は、戦争指導方針の根本的変更を余儀なくされ、本
土防衛のための「絶対国防圏」を定めることとなった
（1943年 9月30日）。太平洋戦争開戦後2年目にし
て迎えた決定的な戦局の転換は、戦線の英雄として「軍
神」像の創出（偶像を通じた国民への叱咤と激励）を要
請したのである。
　「軍神」を冠する紙芝居作品としては、上記のほかに、
雑誌『教育紙芝居』の初期1939年 3月～5月に、『軍
神西住大尉』（2巻3号）、『軍神廣瀬中佐』（2巻4号）、

『軍神大越中佐』（2巻5号）の予告記事を探すことが
できる（以上3作品未見。著者等不明）。この後に、
1904年 8月の日露戦争遼陽会戦で戦死した「軍神」
橘周大を登場させる『あゝあの赤い夕陽』平林博脚本；
小谷野半二繪畫．日本教育畫劇，1941. 12. 16があり、

象は、主人公の静かな郷里、黙々と働く母、そして額縁
に収まった遺影という沈黙の図像と、「九軍神」という
勲功華々しい呼称との痛ましいような落差である。ハワ
イ海戦の戦闘場面が際立って描かれていないことも、指
摘しておきたい。
　海軍の「九軍神」登場の4カ月後（7月22日）には、
陸軍省から「軍神」加藤少将の戦死が発表された。紙芝
居『空の軍神加藤少將』鈴木景山脚本；小谷野半二繪畫．
日本教育畫劇，1943. 11. 05は、「我等は加藤少将が
遂に護国の神となった聖なる日五月二十二日を忘れるこ
とはできない」とその命日を記すとともに、「空の御奉
公を自己唯だ一つの天職とし空に生き空に戦い空に散っ
た空の武神」と称揚している。加藤の葬儀は、9月22
日異例の陸軍葬として築地本願寺（仏式）で執り行われ
た。加藤建夫関連作品として、『空の軍神．前・後篇』
佐藤信一脚本；松田繁美絵画．北海道教育紙芝居協会，
1943. 09. 14（非文字資料研究センター2019年購入。
北海道立文学館：1944. 09. 14再版）、および『少国
民訓：少国民新聞社制定児童共同作品』–［1942？］（兵
庫県豊岡川見家所蔵）の2点が私どもの『国策』以降
調査によって発掘されている。

図2　『空の軍神．前・後篇』

　加藤戦死のほぼ一年後1943年 5月21日に、日本
国民は実戦部隊の最高指揮官・山本五十六の戦死という
驚愕の報に接するのだが、その衝撃も冷めやらぬ5月
30日には、アッツ島守備隊全滅の大本営発表が続き、
そのなかで初めて「玉砕」の表現が使われた。部隊全滅
のちょうど3カ月後の8月29日に山崎部隊長と部隊
に感状が出されたことが報じられ、翌8月30日以後に
は「山崎軍神部隊」の呼称が使われるようになる。山崎
部隊の合同慰霊祭は、玉砕から4カ月後の9月29日
札幌・中島公園で行われた。アッツ島玉砕に題材をとっ
た紙芝居には、『玉砕・軍神部隊』北島英作脚本；西正
世志絵画．日本教育画劇，1943. 11（国立国会図書館、
大阪府立図書館、静岡県立大学図書館所蔵）がある。
「陸軍省報道部推薦、昭和18年情報局委託作品」のク
レジットをもつ本作品の末尾は、玉砕した英霊の呼び声
に応え、敵米英との戦いへ全国民的総突撃を訴える絶叫
で閉じられている。―「昭和十八年五月二十九日！　遂
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太陸軍中佐と加藤建夫陸軍少将だけであるが、日中戦争
における「爆弾三勇士」をはじめとして、新聞・ラジオ
を代表とするマスコミが「軍神報道」を続けるなかで特
定の戦死者が「軍神」と祀り上げられていった。戦時下
紙芝居は、その一角を主体的に、確信的に担っていたの
である。
　しかし、「軍神」もの紙芝居が1943年秋以降に姿を
消していくことには、太平洋諸地域での相次ぐ敗北や国
民の厭戦心理の蔓延といった社会的背景を見るべきかも
しれない。この年の秋には、兵員の徴集範囲を拡大する
ために、理工系と教員養成系を除く文科系の高等教育諸
学校在学生の徴兵延期措置を撤廃し（1943年 10月1
日勅令「在学徴集延期臨時特例」）、10月21日には東
京・明治神宮外苑において出陣学徒壮行式が行われた。
特殊戦役に倒れた個人の称揚という類型的な物語が、戦
争の苛烈化のなかで、どこまで国民的な物語消費に耐え
られたかが問われるべき局面であったというべきであろ
う。

②「軍神もの」紙芝居の果たした役割
　大陸を主戦地とする日中戦争から大国アメリカとの全
面戦争の段階に踏み込んだ日本軍・日本国民が緒戦の勝
利病から醒め、戦争遂行上の戦略的主導権が連合軍側に
移行していく。―この時期の「軍神もの」紙芝居で語ら
れた主題、諸作品に呼び込まれた登場人物をとおして届
けようとしたメッセージとは如何なるものであったのか、
以下三つに焦点を当てたい。
ⅰ）銃後の増産体制強化の訴え
　最初に指摘すべきは、主戦場となった洋上戦闘で比重
を増した航空機をはじめ、アメリカの物量的優位性に直
面し、それに対抗するための増産体制の強化を銃後社会
に訴える題材となっていることである。
　生産増強が至上命令となるなか、「緊急勤労緊急対策
要綱」（1943年 1月20日閣議決定）では、国民徴用
制度の刷新、勤労者の重点的配置転換、中小工業者の重
要生産への転換、国民勤労報国隊制度の拡充、女子労務
動員の強化などが謳われる。つづけて重要軍需物資の飛
躍的増産のために「戦時行政特例法」（1943年 3月
18日法律第75号）の公布によって、5大重点産業行
政（鉄鋼・石炭・軽金属・船舶・航空機）が一元化され、
11月には、軍需重点主義の徹底を図るため軍需省が設
置された。皇国勤労観ないし皇国勤労精神の確立を根底
に置いた緊急国策は、いよいよ精神主義的色彩を強め、

「勤労昂揚方策要綱」（1944年 3月18日閣議決定）で
は、「清新ナル勤労生活」までをも法令のなかに書き込
むこととなる。東条内閣が相次いで打ち出した軍需物資
増産の諸施策は、社会全体を戦時一色に染め上げていき、
諸メディアもそのプロパガンダに深く関与していく。山
本五十六元帥の追悼特集が掲載された『写真週報』274
号（1943年 6月2日）では、山本在りし日の姿と葬

1932年 2月第一次上海事変の肉弾三勇士に題材を採
った『廟巷鎮の血煙』水谷しきを脚色・作曲・指揮；畠
野圭右配画．大東亜文化画劇，1942. 03. 28（兵庫県
豊岡川見家所蔵）が製作されている。本稿で紹介した

『軍神の母』1942. 06. 10から『空の軍神加藤少将』
1943. 11. 05、『玉砕・軍神部隊』1943. 11. 30へ
と続いていく「軍神もの」紙芝居の、ほぼこれが全貌と
いってよいと考えられる。このほかに、『マレーの虎』
1942. 09. 25のような作品で日本人諜報員・谷豊（軍
属）に戦意高揚のシンボルとしての役割を見い出してい
たこと、また日露戦争開戦時にロシア軍の東清鉄道爆破
任務のためラマ僧に変装・潜伏して逮捕・銃殺された横
川省三・沖禎介の「二烈士」を描いた『北満の志士』伊
藤松雄作；梁川剛一画．東亞國策畫劇，1944. 07. 15
（昭和館所蔵。非文字2020年購入）があることも記し
ておかなければならない。

図4　 『あゝあの赤い夕陽』

　これら「軍神」もの紙芝居成立の背景には、累次の国
定教科書にも掲載され、戦前期の国民に共有されてきた
英雄的軍人の“ものがたり”が存在した。1941年 4
月から「国民学校」と改められた第5期『初等科修身
　三』（5年生用）には、第2課「佐久間艇長の遺書」
（第六潜水艇遭難・殉難事故の艇長）、第8課「久田船
長」（連絡船東海丸船長久田佐助）、第9課「軍神のお
もかげ」（橘陸軍中佐と加藤隼戦闘隊長）、第15課「特
別攻撃隊」（真珠湾攻撃九軍神）、第18課「飯沼飛行
士」（神風号飛行士5年後の戦死）、第19課「北満の
露」（日露戦争特別任務班の二烈士）が掲載され、死を
もって国に盡くした「盡忠報國」の象徴的人物として少
国民たる児童に教えられたのである。歴史的には日露戦
争の際の広瀬武夫海軍少佐と橘周太陸軍少佐（死後とも
に中佐）が「軍神」の尊称を受ける著名な存在となって
おり、日露決戦を勝利に導いた別格の英雄として乃木希
典・東郷平八郎も、死後、神社に祀られ「軍神」とされ
てきた。山本はこの最後の系譜に属するだろう。この
『初等科修身』のなかで「軍神」と呼ばれるのは、橘周
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豪遮断作戦と米軍の対日反攻ルート確保の戦場となった
ニューギニア戦線において圧倒的な航空兵力によって追
い込まれていく守備隊の悲痛な最後が「この勇士達の最
後の場面は分からない」が、再び高地が友軍に奪還され
た時「てんのうへいかばんざい、ヒカウキ、ヒカウキ」
と岩に刻んだ爪文字だけが遺されていた。本作品の呼び
掛けに応じて軍需工場で働く家族・友人たちを描いた

『続く人々：情報局委嘱作品』松永健哉脚本；小谷野半
二絵画．日本教育画劇，1944. 03. 20（子どもの文化
研究所、静岡県立大学図書館所蔵。非文字2018年購
入）があることもよく知られているところである。

ⅱ）皇国意識のさらなる純化・先鋭化
　2番目に指摘すべきは、紙芝居を含む諸メディアにお
いて、玉砕の精神をもってアメリカに対する「神国日
本」の精神的優位性を銃後に訴える「話法」が積み重ね
られていくことである。
　早くは日米開戦の一年後の作品に、大東亜戦争が西洋
列強の侵略から東亜を守る正義の戦争であることを訴え
る文脈で「皇国」の用語が登場する。

『敵だ！倒すぞ米英を』大政翼贊會宣傳部作；近藤日出
造画．大政翼賛會宣傳部，1942. 12. 08：「さんざん
手でこづき足で踏みつけるようなありとあらゆる侮辱を
加えてきた米英共に、ええいもうッ我慢がならん！　と
立ち上がったのが皇国日本の颯爽たる姿です。私たちは
宣戦布告の感激に泣いた。戦う日本！　戦う皇国！　断
じて勝たなくてはならないこの戦争！」など。

図6　『敵だ ! 倒すぞ米英を』

　1943年になると、本稿で取り上げてきた諸作品にお
いて、空と海に散った軍神が敵国米英から日本を守護す
る「皇国の御楯」として描かれる。

『軍神岩佐中佐』村田康男，鈴木景山脚本；小谷野半二
繪畫．日本教育畫劇 ,1943. 06. 05：「（平出大佐の大
本営発表）世界平和を使命とする日本の大精神を踏みに
じり皇国日本の生命さえも狙わんとした暴戻なるアメリ
カに破邪顕正の剣を下すに当たりまして、捨身をもって

儀の模様の写真とともに、各地の生産工場で「山本元帥
に続け」のスローガンが叫ばれている。

図5　『写真週報』274 号

　紙芝居も例外ではない。家業である羊羹屋の転業を巡
って長男と確執を抱えていた父親が、市中巡察の東条に
出会って戦時下の社会意識に目覚める経過を描く『敵く
だる日まで』1943. 08. 05を前号に紹介した。増産体
制の強化を訴えるその他の作品を紹介しよう。

『擊ちてし止まむ』小谷野半二繪畫；日本教育紙芝居協
會脚本．日本教育畫劇，1943. 03. 10：陸軍省新聞部
の1942年募集標語をタイトルとした陸軍省報道部委
嘱作品。「敵アメリカも必死となって生産力、工業力を
あげて軍備の充実に躍起となり、殊に飛行機と軍艦輸送
船に力を入れ……日本という国を粉微塵に押し潰してし
まおうと血眼になっているのです」「敵の飛行機は飛ん
で来られる距離にある」。物資・人手不足を排し「一台
でも多くの飛行機を、一隻でも多くの船を、一箱でも多
くの弾薬を、戦車を、火砲を、軍艦を、造って造って造
り抜いて、最後の徹底的勝利に邁進すべきときです」と
軍事増産を呼び掛ける。

『玉砕・軍神部隊』北島英作脚本；西正世志絵画．日本
教育画劇，1943. 11. 30：アッツ島玉砕から半年後の
作品。先に紹介した引用部「このアッツ魂に続くものは
誰だ！」の続きは下記のとおりである。「我等一億今こ
そ武器をとろう！　一発の弾丸、一台の飛行機、一艘の
船でも多くを、戦場に送るのだ！　鉱山で、工場で、村
で、町で―今ぞ闘いの生活に徹しよう！　この勇士の屍
を越えて、敵―米英に総突撃を敢行しよう！」。今こそ
武器をとろうの後の掛け声は『擊ちてし止まむ』のリフ
レイン（増産体制強化の定番的メッセージ）となってい
る。

『爪文字』文化奉公會脚本；野々口重繪畫．日本教育畫
劇，1943. 12. 13：米豪連合軍とニューギニア島東部
要地を占領していた日本軍第51師団との戦闘（ラエ・
サラモアの戦い1943年 1月7日～9月16日）に題
材を採り、ミッドウェー・ソロモン海戦後、大本営の米
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『小楠公の母』紙芝居刊行會編；京極佳夕畫．紙芝居刊
行會，1943. 03. 10：最初に挙げるのは「軍神」もの
ではなく、「世界の横綱である米英に対して大戦果を挙
げた日本男子を育てた日本のお母さんの代表者として、
小楠公の母を取り上げ」た作品である（『国策』解題
p. 154／森山）。作品冒頭「二　日本の母の偉大さ」で
は、「大東亜戦争の緒戦に布哇真珠湾の特別攻撃隊の勲
功は鬼神をも泣かしむるものでありました。その犠牲と
なられた九柱の軍神‼　実にそれは滅私奉公の化身で
はありますが、その陰にはかかる軍神を育て上げた偉大
なるお母さまのあることを忘れてはなりませぬ」と書き
出す。我が国における“ものがたり”“伝記（歴史的人
物）”資料遺産として『太平記』に題材を採る作品の序
章部分でありながら、福音紙芝居を出自とする紙芝居刊
行会までもが「九柱の軍神」を織り込むに至っているこ
とに軽い違和を覚える箇所である。

図7　『小楠公の母』

　ここでは、紙芝居諸作品が、貞淑で勤勉で質素な美徳
を身につけた、慈愛深く力強い女性像を盛んに描き始め
る背景にあった社会的政策を想起すべきであろう。それ
は、1942年 5月に文部省が発表した「戦時家庭教育
指導要綱」が与えた影響である。紙幅の関係で、その中
核を成す一部分のみを挙げる。

三�、母ノ教養訓練：子女ノ薫陶養護ニ関シテハ特ニ母ノ
責務ノ重大ナルニ鑑ミ（略）次代ノ皇国民ノ育成ニ
遺憾ナカラシム（略）
ロ、日本婦道ノ修錬：日本婦人本来ノ従順、温和、貞
淑、忍耐、奉公等ノ美徳ヲ涵養錬磨
ハ、母ノ自覚：皇国ノ次代ヲ荷フベキ人材ノ萌芽ハ今
日ノ母ノ手ニヨリテ育成（略）
四�、子女ノ薫陶養護：子女ノ薫陶養護ハ家庭教育ノ中核
（略）次代皇国民ノ錬成ヲ為ス（略）
イ、皇国民タルノ信念ノ啓培：我ガ国体ノ万邦無比ニ
シテ皇恩ノ宏大無辺ナル所以（略）体得セシメ以テ幼
少ノ間ニ自カラ尽忠報国ノ信念ヲ固メシム

敵の腹中に飛び込み猛然これに第一誅を加え、身もまた
護国の花と散った特別攻撃隊の偉業に関し謹んで発表致
します」

『『神風』の飯沼正明』十河巖，大内秀邦原作；小谷野半
二繪畫．日本教育畫劇，1943. 09. 20：「（マライへの
軍務命令に）わがもつところの技術を以てひたすら皇国
の為にご奉公すべきの秋！　と愛国の血はたぎり立っ
た」

『空の軍神加藤少將』鈴木景山脚本；小谷野半二繪畫．
日本教育畫劇，1943. 11. 05：「皇国の御楯となって
喜んで死んで行った部下達が、隊長の身としては失った
部下が惜しい」
　筆者は本誌連載「用語編」第4回（ニューズレター
No. 36）において、国民精神総動員の基本精神の一つ
「尽忠報国」の口語的用例として〈御奉公〉を取り上げ、
それが「個人の生死（兵士）から、生活の糧（労働）、
家庭・地域の営為（健康、教育、節約）に至るまであら
ゆる日常的活動が国への〈御奉公〉に一元化され（略）、
公益優先の心理的・感情的態度を国民的規模で求める抵
抗不能の万能標語として流通していった」ことを紹介し
た。国家への奉仕がこのような多義性を有していたこと
は、脚本用例からも見て取ることができる。
　それと同時に、総力戦体制国家に対する無条件の奉仕
を表現するものとして、開戦2年後の文教措置「戦時
国民思想確立ニ関スル文教措置要綱」（1943年 12月
10日閣議決定）があることを忘れてはならないだろう。
この法令は、第一・方針で「国民思想ヲ国策遂行ニ凝集
セシメ戦力増強ヲ阻碍スル一切ノ思想的原因ヲ根絶シテ
必勝ノ信念尽忠報国精神ノ昂揚、戦時国民道義ノ確立ヲ
図ル為全面的ニ教学ノ刷新振作ヲ行フ（略）」と謳い、
すべての国民（個人・団体）に対して「国策＝戦争」遂
行を第一義として「教学」（国民思想、道義、勤労観）
の全面的刷新を求めるものであった。国家への無条件奉
仕―その究極的形態は一身を皇国に捧げる（戦死を厭わ
ない）覚悟である。この一死奉公の観念は、「義は山嶽
よりも重く一命は鴻毛より軽しと覚悟せよ」（『軍人勅
諭』第一「忠節」）、「従容として悠久の大義に生くるこ
とを悦びとすべし」（『戦陣訓』第七「死生観」）に淵源
するものだが、大東亜戦争における「軍神」「玉砕」報
道の膨化、紙芝居も描いた「軍神」の称揚は、この一年
後1944年 10月に始まる「特攻」への水路を（精神的
にも軍事的にも）開く転換点に立つものであったことを
指摘しなければならない。

ⅲ）偉大なる「皇国の母」の賛美
　これらの作品の特質として最後に挙げるべきは、英雄
を育てた「日本の母」を賛美することにより、陸続と皇
軍・皇国への奉公に向かう夫・息子を喜んで送り出し、
男たちなき後の「名誉の家」を守りぬく戦時下の女性た
ちの心構えを汎く社会化したことである。
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一、主題「日本の母」　昭和17年5月文部省決定「戦
時家庭教育指導要項」により、之が趣旨の普及徹底に資
する劇的なるものとし、其の素材は現代に生きる母より
之を求むること。
二、筋書の長さ　400字詰　15枚程度
三、筋書の形式　一篇につき20場面程度。必ずしも専
門的紙芝居脚本の形式による必要なきこと。地方的特殊
事情を明らかにする必要ある場合はその資料を添付。
四、締切　昭和18年10月15日
五、送り先　東京都麴町区霞が関文部省教化局総務課家
庭教育係宛　書留郵便を以て送付すること。
六、審査　文部省に審査委員会を設けて之を行う。
七、入選発表　昭和19年1月10日　入選者に対して
は本省より通知すると共に日本教育紙芝居協会機関紙
「紙芝居」昭和19年1月号に掲載する。
八、賞金　一等：一篇、五百圓、二等：一篇、三百圓、
三等：二篇、各一百圓。
九、その他　筋書きの外に一篇に付き400字詰め原稿
用紙1枚程度の梗概を附す。入選作品といえども本省
に於いて補正することあること。応募原稿は一切返戻な
し。入選作品の紙芝居製作は本省の指定する者が行う。

　審査結果の公表は、雑誌『紙芝居』7巻1号であっ
た予定が一号遅れて7巻2号（1944年 2月10日）
となった。（審査委員長／文部省教学局長・近藤壽治の
総評は略す）。

　大東亜戦争の完遂東亜共栄圏建設に日本の母の役割が
如何に重大であるかは今更申すまでもない。この日本の
母の使命を良く自覚せしめることこそ時局下家庭教育刷
新振興の中心課題である。かゝる見地から本省は昨年7
月10日現代に生きる「日本の母」を主題とする家庭教
育紙芝居を作成するため之が筋書を懸賞募集することを
発表した。10月15日締切期日までに全国各地から応
募せられたものは其の数113件に及んだ。／これに対
し本省は審査委員会を設けて入選作品を選定することゝ
なり右委員会に入選作品を決定した。尚右筋書は日本教
育紙芝居協会をして脚色せしめる予定である。文部省
一等　該当作品なし
二等賞金（四百圓）
「母は泣かず」静岡市中原町524　浅場慶夫
三等賞金（各百五拾圓）
「山彦」平市新川町11　野本大蔵
「日本の母」　京都市東山区本町11丁目一之橋寶樹寺気
付　福田久孝
「日本の母」　岐阜県加茂郡福地国民学校　古田嘉七
「飛行機婆さん」　長岡市愛宕町1594　高野譲

　全国各地から113件に及んだという応募作品から選
定された二等入選作は、「文部省監修」のクレジットを

　次代皇国民の育成に係る母の感化、日本婦人の本来の
美徳を強調し、家庭教育の重要性を自覚せしめることを
目的とした本要綱は、別名「母の戦陣訓」ともいわれ、
翌43年高等女学校・国民学校などに開設が奨励された
母親学級、大日本婦人会の活動などをとおして、「皇国
の母」たる観念の徹底浸透を図る強制軸となったもので
ある。
　すでに見てきたところであるが、上田家初の軍人とし
て海軍入隊を決意する息子の意思を尊重し、戦没後も健
気に働く母・サク（『軍神の母』1942. 06. 10）の姿
は、日清戦争の一水兵に題材を得て数次の国語教科書に
掲載された「水兵の母」以来の“応召美談”の系譜に属
するものである。また、海軍葬に列席した「日本の母の
清き姿」に「烈しい感動が満場をゆすぶる」と描いてい
た故岩佐海軍中佐・正六位勲六等の母（『軍神岩佐中佐』
1943. 06. 05）は、すでに肉親の死を嘆くことがない
（できない）“皇国の母”の物語である。代表的な二つの
「九軍神」紙芝居も「戦時家庭教育指導要綱」と無関係
ではなかった。
　文部省から本要綱が通牒されると、読売新聞は、川端
康成、壺井栄、菊池寛、佐々木信綱ら文壇49人による
「日本の母」企画を連載し（1942年 9月9日～10月
31日）、12月8日には「日本の母顕彰報告会」を日比
谷公会堂で開催したうえで、日本文学報国会編『日本の
母』（春陽堂書店、1943）として刊行した（『読売新聞
百年史．資料・年表』1976年 11月）。
　『小楠公の母』とほぼ同時期には、本要綱に呼応する
ものとして、戦時下紙芝居の最有力団体であった日本教
育画劇から「文部省監修・家庭教育紙芝居第1回作品
3部作」なる紙芝居が制作・刊行されている。（以下
『国策』解題の掲載p／担当者のみを示す）。
『家』大島萬世脚本；村上巖繪畫．日本教育畫劇，1943.  
04. 25（p. 157／原田）

『櫛』稻庭桂子脚本；小谷野半二繪畫．日本教育畫劇，
1943. 04. 25（p. 158／原田）

『賴山陽の母』鈴木景山脚本；西正世志繪畫．日本教育
畫劇，1943. 05. 25（p. 159／原田）
　日本教育画劇「家庭教育紙芝居第1回作品」の続編
は最終的に創作されなかったものと推定されるが、同時
期に、日本教育画劇の上位組織・日本教育紙芝居協会は、
文部省と連携するかたちで「家庭教育紙芝居」筋書きを
募集している。文部省名による募集要項は下記のとおり
である（雑誌『紙芝居』6巻8号，1943年8月10日）。

　大東亜戦争に於いて、日本の母の力が如何に偉大であ
るかは、我等の深く感ずるところである。歴史を顧みる
までもなく、日本の大いなる生成発展は、日本の母によ
って育まれて来たといっても過言ではない。「日本の母」
を主題とする紙芝居を作成して、家庭教育の刷新振興に
資すため、筋書きを募集する。
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文字2020年購入）が、「日本の母」ものとしてほぼ最
後に位置する作品となっているのである。この作品は、
上記・懸賞作品『母は泣かず』1944. 12. 15の刊行を
別にすると、日中戦争期に創作が開始された戦時下紙芝
居としても、その掉尾を飾るものであったということが
できる。

図8　『無名の母』

　日中戦争から「大東亜戦争」へと突き進むなかで、銃
後社会に突き付けられた報国・奉仕活動に応じるように、
大衆メディアとしての国策紙芝居がカバーする主題もま
た、「貯蓄報国、勤労奉仕、食糧増産、生活改善、慰問、
軍人援護、防空・防諜」と社会生活の多方面に及んでい
た。しかし、初期の戦時下紙芝居に大きな比重を占めて
いた『貯金爺さん』1938. 10に始まる「貯蓄報国」も
のが、『母さん部隊長』1939. 04. 05等を経て、『神様
の配給』1943. 03. 05（隣組からの債券購入割当に困
った若夫婦が田舎の兄を頼る物語）辺りで終わりを迎え
たように、「軍神」ものもまた、半周遅れて同様の運命
を辿ることになる。
　昭和前期の人物を取り上げることは、おのずから国策
紙芝居の同時代性を照射することに他ならなかったが、
本稿で対象とした9人の人物をとおして描かれた物語
もまた、「軍神」ものを頂点として、国策協力メッセー
ジの三筋の稜線と裾野―生産増強、尽忠報国、皇国の母
―を、その他多くの作品とともに形成していったことを
見て取ることができよう。

（続）

掲げ、『母は泣かず』浅場慶夫原作；永村貞子脚色；羽
室邦彦絵画．日本教育画劇，1944. 12. 15（作品番号
468）として公刊された（国策』解題p. 235／大串）。
三等入選作の「山彦」は、同じく文部省監修、野本大蔵
原作；緒貫武雄脚本；松井末雄絵による作品が、『雑誌
紙芝居』7巻7号（1944年 7月10日）に誌上脚本と
して紹介されている。
　また、女性脚本家の主力となっていた鈴木紀子と稻庭
桂子の手によって、「銃後の妻」「皇国の母」を描く戦時
下紙芝居の主要作品が、この時期に相次いで創作されて
いる。（以下、同じく『国策』解題の掲載p／担当者の
みを示す）。

『鬪ふ母』鈴木紀子脚本；野々口重繪畫．日本教育畫劇，
1943. 07. 10（p. 164／原田）

『妻』稻庭桂子脚本；西正世志繪畫．日本教育畫劇，
1943. 07. 10（p. 165／原田）

『海の母』永見隆二原作；稻庭桂子脚色；小谷野半二繪
畫．日本教育畫劇 ,1943. 07. 30（p. 168／鈴木）
　翌1944年に入っても、「皇国」の使命に殉じる息子
を案じながら運命を受け入れる「軍国の母もの」紙芝居
が描かれていく。

『母 の 翼』上 里 吉 尭 作；嶺 田 弘 畫．大 日 本 畫 劇，
1944. 03. 10（p. 198／小山）

『神兵と母』宮下正美原作；馬々田鷹四脚色；山川惣治
畫．大日本畫劇，1944. 09. 05（p. 221／小山）

『雛鷲の母』八田尚之作；高澤圭一繪．大日本畫劇，
1944. 11. 20（p. 231／小山）
　しかし、この1944年の3作品が、戦時下紙芝居の
もう一つの有力出版者・大日本畫劇からの刊行であった
ことに注目すべきであろう。なぜなら日本教育画劇は、
1944年 2月6日マーシャル諸島クェゼリン環礁の戦
いの「玉砕」を宣する『我は何をなすべきか』海軍省報
道部監修，1944. 10. 15（p. 226／大串）、そして、
1944年 10月12日からの台湾沖海戦（御嘉祥の勅語
が下された幻の大戦果）を描く『神機いたる』陸軍省報
道部指導，1944. 11. 20（p. 230／大串）の2作品
を以て、国策紙芝居出版組織としての同時代的役割を実
質的に終えているからである。そして、稻庭桂子（脚
本）・西正世志（絵画）のコンビによって（日本教育画
劇ではなく）東亜国策画劇から刊行された『無名の母』
1944. 12. 10（昭和館、子どもの文化研究所所蔵。非


